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(57)【要約】
【課題】製造上のバラつきが生じた場合であっても過度
の摩耗等に起因した端子破損の発生を抑制することので
きる構造を有するコネクタを提供すること。
【解決手段】オス端子１００の前端には、絶縁部材２０
０が取り付けられている。オス端子１００は、板状の主
部１１０と、主部１１０から前方（－Ｘ側）に突出した
突出部１５０とを有している。突出部１５０は、前後方
向（Ｘ方向）と交差する傾斜部１５４を有している。絶
縁部材２００は、オス端子１００への接触を防ぐ絶縁端
部２１０と、前後方向において絶縁端部２１０から後方
（＋Ｘ側）に延びる補助部２２０とを有している。突出
部１５０と補助部２２０とは、幅方向（Ｙ方向）におい
て並んでいる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オス端子と、前後方向において前記オス端子の前端に固定される絶縁部材とを備えるコ
ネクタであって、
　前記オス端子は、板状の主部と前記主部から前方に突出した突出部とを有しており、
　前記突出部は、前記前後方向と交差する傾斜部を有しており、
　前記絶縁部材は、前記オス端子への接触を防ぐ絶縁端部と、前記前後方向において前記
絶縁端部から後方に延びる補助部とを有しており、
　前記突出部と前記補助部とは、前記前後方向と直交する幅方向において並んでいる
コネクタ。
【請求項２】
　請求項１記載のコネクタであって、
　前記補助部の表面と前記傾斜部の表面とは、前記幅方向と直交する平面に投影した場合
に交差している
コネクタ。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２記載のコネクタであって、
　前記突出部は、前記主部と平行な平面部を有しており、
　前記平面部は、前記前後方向において、前記傾斜部と前記主部との間に位置している
コネクタ。
【請求項４】
　請求項３記載のコネクタであって、
　前記補助部は、前記前後方向において、前記傾斜部と前記平面部との境界を越えて前記
後方に延びている
コネクタ。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記突出部は、前記前後方向において前記傾斜部から前方に延びる圧入部を更に有して
おり、
　前記圧入部は、前記絶縁端部に後側から圧入されている
コネクタ。
【請求項６】
　請求項５記載のコネクタであって、
　前記圧入部の板厚は、前記主部の板厚よりも薄い
コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、ハイブリット車や電気自動車などにおいて大容量の電力を伝達する
ために用いられる電力ハーネスのコネクタに関し、特に、オス端子を備えるコネクタにお
いて指などがオス端子に接触して感電してしまうことを防止することのできる構造を有す
るコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、ハイブリット車や電気自動車などにおいて、モータとインバータとの間を接続
したりインバータとバッテリーとの間を接続したりして大容量の電力を伝達するために電
力ハーネスが用いられている。一般に、電力ハーネスは、オス端子及びオス端子を保持す
るハウジングを備えるオス型コネクタと、オス端子に接続されるメス端子を備えるメス型
コネクタとを備えている。
【０００３】
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　この種の電力ハーネスのオス型コネクタに関しては、作業者の指などがオス端子に接触
してしまうと感電してしまうおそれがあることから、オス端子の前端に絶縁部材を取り付
けてオス端子に指などが接触してしまうことを防止することが提案されている。
【０００４】
　例えば、特許文献１は、この種の端子の構造を開示している。図２０に示されるように
、特許文献１のオス端子（プラグ）は、筒状のプラグ本体と、そのプラグ本体の先端部に
突出するようにプラグ本体に取り付けられた絶縁子とを備えている。絶縁子は、プラグ本
体の先端部に突出する頭部と、プラグ本体に嵌合する軸部とを有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－３７５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１のオス端子の場合、プラグ本体と絶縁子の頭部の間に製造バラつきに起因し
た段差ができてしまう可能性がある。特に、メス端子のバネ部が絶縁子の頭部からプラグ
本体に向かって段差を乗り越えなければならないような場合には、オス端子をメス端子に
挿入するために大きな力が必要となるといった問題があると共に、段差の乗り越えの際の
過度の摩耗等に起因してオス端子及びメス端子の双方とも破損してしまうおそれがある。
【０００７】
　そこで、本発明は、製造上のバラつきが生じた場合であっても過度の摩耗等に起因した
端子破損の発生を抑制することのできる構造を有するコネクタを提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、第１のコネクタとして、
　オス端子と、前後方向において前記オス端子の前端に固定される絶縁部材とを備えるコ
ネクタであって、
　前記オス端子は、板状の主部と前記主部から前方に突出した突出部とを有しており、
　前記突出部は、前記前後方向と交差する傾斜部を有しており、
　前記絶縁部材は、前記オス端子への接触を防ぐ絶縁端部と、前記前後方向において前記
絶縁端部から後方に延びる補助部とを有しており、
　前記突出部と前記補助部とは、前記前後方向と直交する幅方向において並んでいる
コネクタを提供する。
【０００９】
　また、本発明は第２のコネクタとして、第１のコネクタであって、
　前記補助部の表面と前記傾斜部の表面とは、前記幅方向と直交する平面に投影した場合
に交差している
コネクタを提供する。
【００１０】
　また、本発明は第３のコネクタとして、第１又は第２のコネクタであって、
　前記突出部は、前記主部と平行な平面部を有しており、
　前記平面部は、前記前後方向において、前記傾斜部と前記主部との間に位置している
コネクタを提供する。
【００１１】
　また、本発明は第４のコネクタとして、第３のコネクタであって、
　前記補助部は、前記前後方向において、前記傾斜部と前記平面部との境界を越えて前記
後方に延びている
コネクタを提供する。
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【００１２】
　また、本発明は第５のコネクタとして、第１乃至第４のいずれかのコネクタであって、
　前記突出部は、前記前後方向において前記傾斜部から前方に延びる圧入部を更に有して
おり、
　前記圧入部は、前記絶縁端部に後側から圧入されている
コネクタを提供する。
【００１３】
　また、本発明は第６のコネクタとして、第５のコネクタであって、
　前記圧入部の板厚は、前記主部の板厚よりも薄い
コネクタを提供する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明のコネクタは、オス端子の突出部に傾斜部を設けると共に突出部と絶縁部材の補
助部とを幅方向において並べた構成としたことから、オス端子と絶縁部材に製造バラつき
が生じて両者の位置が互いに上下方向にズレたとしても、相手側コネクタのメス端子等が
補助部によって突出部の傾斜部までガイドされることとなる。即ち、本発明によれば、端
子破損を生じさせるような段差がなくなる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態によるコネクタを示す斜視図である。
【図２】図１のコネクタを示す正面図である。試験指も併せて示されている。
【図３】図２のコネクタをIII--III線に沿って示す断面図である。試験指も併せて示され
ている。
【図４】図１のコネクタに含まれているオス端子と絶縁部材とを示す斜視図である。絶縁
部材はオス端子に固定されている。
【図５】図４のオス端子と絶縁部材とを示す分解斜視図である。
【図６】図４のオス端子と絶縁部材とを示す上面図である。
【図７】図５のオス端子と絶縁部材とを示す分解上面図である。
【図８】図４の絶縁部材とオス端子の先端を拡大して示す上面図である。絶縁部材とオス
端子の間に段差が生じている。
【図９】図８の絶縁部材とオス端子の先端を示す側面図である。図示されたように絶縁部
材とオス端子の間に段差が生じている。
【図１０】図８の絶縁部材とオス端子の先端をＸ--Ｘ線に沿って示す断面図である。図示
されたように絶縁部材とオス端子の間に段差が生じている。
【図１１】図８の絶縁部材とオス端子の先端をXI--XI線に沿って示す断面図である。図示
されたように絶縁部材とオス端子の間に段差が生じている。
【図１２】図１０の絶縁部材とオス端子の先端を示す他の断面図である。相手側コンタク
トは絶縁部材の絶縁端部上に位置している。
【図１３】図１１の絶縁部材とオス端子の先端を示す他の断面図である。相手側コンタク
トは絶縁部材の絶縁端部上に位置している。
【図１４】図１０の絶縁部材とオス端子の先端を示す他の断面図である。相手側コンタク
トは絶縁部材の補助部上に位置している。
【図１５】図１１の絶縁部材とオス端子の先端を示す他の断面図である。相手側コンタク
トは絶縁部材の補助部上に位置している。
【図１６】図１０の絶縁部材とオス端子の先端を示す他の断面図である。相手側コンタク
トはオス端子の突出部上に位置している。
【図１７】図１１の絶縁部材とオス端子の先端を示す他の断面図である。相手側コンタク
トはオス端子の突出部上に位置している。
【図１８】図１０の絶縁部材とオス端子の先端を示す他の断面図である。相手側コンタク
トはオス端子の主部上に位置している。
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【図１９】図１１の絶縁部材とオス端子の先端を示す他の断面図である。相手側コンタク
トはオス端子の主部上に位置している。
【図２０】特許文献１のオス端子（プラグ）を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１乃至図３を参照すると、本発明の実施の形態によるコネクタ１０は、金属製のオス
端子１００と、オス端子１００の前端（－Ｘ側端部）に固定された絶縁部材２００と、絶
縁体からなるハウジング３００とを備えており、前後方向（Ｘ方向：嵌合方向）に沿って
相手側コネクタ（図示せず）と嵌合可能なものである。
【００１７】
　ハウジング３００は、相手側コネクタ（図示せず）の嵌合部を受容する受容部３１０を
構成すると共にオス端子１００を保持している。この保持により、オス端子１００と絶縁
部材２００とは、受容部３１０内に位置している。受容部３１０の開口端の大きさや受容
部３１０とオス端子１００及び絶縁部材２００との位置関係は、図２及ぶ図３に示される
ように、試験指２０がオス端子１００に直接接触することのないように決定されている。
【００１８】
　図４乃至図８を参照すると、オス端子１００は、主部１１０と、主部１１０から前方に
突出した２つの突出部１５０とを有している。
【００１９】
　主部１１０は、前後方向と直交する幅方向（Ｙ方向）及び前後方向とで規定される平面
（ＸＹ平面）内に延びる板状の形状を有している。主部１１０の前後方向の中ほどには２
つの圧入突起１１２が設けられている。各圧入突起１１２は、幅方向に突出している。主
部１１０の後端側（＋Ｘ側）には電源線を結線するための孔１１４が形成されている。か
かるオス端子１００は、ハウジング３００の後端（＋Ｘ側端部）からハウジング３００内
に圧入され、ハウジング３００に保持される（図３参照）。
【００２０】
　図５、図７及び図１１に示されるように、各突出部１５０は、主部１１０から前方に延
びる平面部１５２と、平面部１５２から前方に延びる傾斜部１５４と、傾斜部１５４から
前方に延びる圧入部１５６とを有している。換言すると、前後方向において、平面部１５
２は、主部１１０と傾斜部１５４との間に位置しており、傾斜部１５４は平面部１５２と
圧入部１５６との間に位置している。図１１に最もよく示されるように、平面部１５２は
、主部１１０と平行であり且つ前後方向及び幅方向の双方と直交する上下方向（Ｚ方向）
において主部１１０と同一のサイズ（板厚）を有している。傾斜部１５４は、前後方向と
斜交している。特に本実施の形態による傾斜部１５４は、上下方向とも斜交している。圧
入部１５６は、主部１１０と平行であるが上下方向において主部１１０のサイズ（板厚）
よりも小さいサイズ（薄い板厚）を有している。本実施の形態による突出部１５０は、一
枚の金属板の一部のみを圧入部１５６の板厚となるように上下から型で挟んでプレスし、
打ち抜き加工することにより得られる。本実施の形態による傾斜部１５４は、圧入部１５
６に相当する部位をプレスして上下方向（板厚方向）において圧縮する際に形成される。
但し、本発明はこれに限定されるわけではなく、傾斜部１５４の傾斜は他の方法によって
形成することとしてもよい。
【００２１】
　図４乃至図８に示されるように、絶縁部材２００は、オス端子１００への接触を防ぐ絶
縁端部２１０と、絶縁端部２１０から後方（＋Ｘ側）に延びる補助部２２０とを有してい
る。
【００２２】
　図５、図７及び図８に示されるように、絶縁端部２１０は、先端に向かって細い形状を
有しているテーパ部２１２と、テーパ部２１２から後方に延びる絶縁主部２１４とを有し
ている。本実施の形態による絶縁主部２１４は、上下方向において、オス端子１００の主
部１１０と実質的に同一のサイズを有している。換言すると、絶縁主部２１４の板厚とオ
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ス端子１００の主部１１０の板厚とは同一となるように設計されている。図１１に示され
るように、絶縁端部２１０には、後端（＋Ｘ側端部）から前方（－Ｘ方向）に向かって凹
んだ凹部２１６が形成されている。但し、凹部２１６は絶縁端部２１０を貫通しておらず
、従って、絶縁部材２００の前方（－Ｘ側）から凹部２１６を視認することはできない。
本実施の形態による絶縁端部２１０には、２つの凹部２１６が形成されており、それぞれ
の凹部２１６には、突出部１５０の圧入部１５６が絶縁端部２１０の後側から圧入されて
いる。この圧入部１５６の凹部２１６への圧入により、絶縁部材２００は上述したように
オス端子１００の前端に固定されている。
【００２３】
　図１１に示されるように、補助部２２０は、上下方向において、絶縁主部２１４と実質
的に同一のサイズを有している。即ち、補助部２２０の板厚もオス端子１００の主部１１
０の板厚と同一となるように設計されている。
【００２４】
　図４、図６及び図８に示されるように、補助部２２０は、幅方向（Ｙ方向）において突
出部１５０と並んでいる。特に本実施の形態による突出部１５０は２つあることから、補
助部２２０と突出部１５０とは幅方向において交互に並んでいる。即ち、本実施の形態に
よる補助部２２０は突出部１５０間に挟まれている。また、補助部２２０は、突出部１５
０の平面部１５２と傾斜部１５４との境界を越えて後方（＋Ｘ側）に延びている。
【００２５】
　突出部１５０が傾斜部１５４を有していると共に突出部１５０と補助部２２０とが幅方
向において隣り合うように配置すると、オス端子１００や絶縁部材２００の製造バラつき
によりオス端子１００の前端への絶縁部材２００の取り付けが上下方向（Ｚ方向）におい
てズレてしまった場合であっても、相手側コネクタ（図示せず）のメス端子等に設けられ
たバネ部を補助部２２０が傾斜部１５４までガイドし、更に傾斜部１５４が平面部１５２
及び主部１１０までガイドすることから、オス端子１００やバネ部が過度の摩耗等により
破損してしまうといった問題の発生を低減することができる。以下、この点について図面
を用いて詳細に説明する。
【００２６】
　図９乃至図１１を参照すると、絶縁部材２００に対してオス端子１００は上方（＋Ｚ側
）にズレている。このような場合、従来のコネクタにおいて問題となっていた段差は絶縁
部材２００の上部（＋Ｚ側部位）とオス端子１００の上部（＋Ｚ側部位）の境界部分に生
じていた。これに対して、本実施の形態によるコネクタ１０の場合、幅方向において傾斜
部１５４が補助部２２０と並ぶように設けられていることから、図１１及び図１２に示さ
れるように、傾斜部１５４の傾斜面の途中から補助部２２０が前方に延びるような位置関
係となっている。換言すると、補助部２２０の表面と傾斜部１５４の表面（傾斜面）とが
、幅方向と直交する平面（ＸＺ平面）に投影した場合に交差している。このため、絶縁部
材２００とオス端子１００との境界部分には、オス端子１００の破損の原因となるような
急激な段差が生じない。
【００２７】
　メス端子を有する相手側コネクタ（図示せず）に対してコネクタ１０の嵌合を開始する
と、図１２及び図１３に示されるように、まず、相手側コネクタ（図示せず）のメス端子
のバネ部５００がテーパ部２１２によって絶縁主部２１４上までガイドされる。
【００２８】
　そのまま嵌合を進めていくと、図１４及び図１５に示されるように、バネ部５００が傾
斜部１５４の上方（＋Ｚ側）に位置することとなるが、突出部１５０が補助部２２０と幅
方向（Ｙ方向）において並んでいることから、バネ部５００は傾斜部１５４上に落ち込む
ことなく補助部２２０上を後方（＋Ｘ方向）に向かってスムーズに移動することとなる。
【００２９】
　更に嵌合を進めると、図１６及び図１７に示されるように、バネ部５００は平面部１５
２（即ち、主部１１０と同一レベル）まで傾斜部１５４によってスムーズにガイドされる
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。そのため、コネクタ１０と相手側コネクタ（図示せず）が嵌合状態になり、図１８及び
図１９に示されるようにバネ部５００が主部１１０上に達するまで、バネ部５００には過
度のストレスが加わることがなく、過度なストレスが原因となってバネ部５００やオス端
子１００が破損してしまうことも避けることができる。
【００３０】
　以上、本発明について実施の形態を掲げて具体的に説明してきたが、本発明はこれに限
定されるものではなく、様々な変形・応用が可能である。
【００３１】
　例えば、上述した実施の形態において、突出部１５０は、平面部１５２、傾斜部１５４
及び圧入部１５６を有していたが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、突
出部１５０は、オス端子１００の製法上の観点から平面部１５２を有していることが好ま
しいが、本発明はこれに限定されるわけではなく、平面部１５２を有していなくともよい
。また、突出部１５０は、オス端子１００の製法上の観点から及びオス端子１００と絶縁
部材２００との固定方法の観点から圧入部１５６を有していることが好ましいが、本発明
はこれに限定されるわけではなく、例えば突出部１５０を接着剤を用いて絶縁部材２００
に固定する場合には、圧入部１５６を有していなくともよい。
【００３２】
　上述した実施の形態において、補助部２２０の表面は水平面（ＸＹ平面）と平行に延び
るものであったが、オス端子１００と絶縁部材２００とが上下方向にズレていない場合で
も図９のように上下方向にズレた場合でもバネ部５００のガイドをスムーズに行えるので
あれば、補助部２２０の表面は曲面であってもよい。
【００３３】
　同様の理由により、傾斜部１５４を変形してもよい。即ち、上述した実施の形態におい
て、傾斜部１５４の表面は前後方向（Ｘ方向）と斜交する平面であったが、本発明はこれ
に限定されるものではない。傾斜部１５４は、前後方向と交差する面を有しており、補助
部２２０と共にスムーズにバネ部５００をガイドできるものである限り、傾斜部１５４の
表面は曲面等であってもよい。
【００３４】
　上述した実施の形態において、コネクタ１０と相手側コネクタ（図示せず）との嵌合の
際にメス端子の電気的な接触部を兼ねたバネ部５００が絶縁部材２００上及びオス端子１
００上をスライドすることとして説明してきたが、本発明はこれに限定されるわけではな
い。例えば、相手側コネクタ（図示せず）は、図１２等に図示されたバネ部５００とは別
にメス端子（図示せず）の接触部（図示せず）を下側（－Ｚ側）に有すると共にバネ部５
００でオス端子１００を上側（＋Ｚ側）から下側（－Ｚ側）に向けて押圧してオス端子１
００をメス端子（図示せず）の接触部（図示せず）に対して接触させるような構造を有す
るものであってもよい。
【符号の説明】
【００３５】
　　１０　　　　コネクタ
　　２０　　　　試験指
　１００　　　　オス端子
　１１０　　　　主部
　１１２　　　　圧入突起
　１１４　　　　孔（結線用）
　１５０　　　　突出部
　１５２　　　　平面部
　１５４　　　　傾斜部
　１５６　　　　圧入部
　２００　　　　絶縁部材
　２１０　　　　絶縁端部
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　２１２　　　　テーパ部
　２１４　　　　絶縁主部
　２１６　　　　凹部
　２２０　　　　補助部
　３００　　　　ハウジング
　３１０　　　　受容部
　５００　　　　バネ部
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